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１ 地域連携事業

（１） 事業の取組状況

① 自治体との連携

・ 市町村職員を対象とした国民年金事務新任担当者研修会や国民年金事務担当者研修会を開催し

ました。また、同じ研修を複数回行うことにより、担当者のみなさんが参加しやすい環境づくりに努め

ました。

・ 国民年金制度の外国語版リーフレット（９か国語）を、全市町村に設置依頼。

・ 市町村の国民年金事務担当者に対し、情報誌「かけはし」を発行（隔月奇数月）し、制度、事務手続

き、各種お知らせの周知を図るとともに広報誌への公的年金制度の周知に関しての掲載依頼を行

いました。
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・ 秋田市役所の待合において、事務所職員によるねんきんネット申し込みのご案内をさせていただき
ました。

・ 市町村職員のみなさんから、５００件を超えるねんきんネットの申し込みをいただきました。

② 関係団体との研修会・説明会・広報の実施
定期的に打合せを実施し情報共有を図るとともに、共催による研修会・説明会の開催、各関係団
体主催による研修会・説明会へ講師派遣を行いました。

・ 隔月毎に秋田県社会保険協会主催の広報編集会議に参加し、「社会保険あきた」に記事の提供を
行い、全国健康保険協会秋田支部と共に、社会保険制度の改正点等を中心に、事業所への周知を
図りました。

・ 秋田県社会保険労務士会とは、毎月打合せを行い、街角の年金相談センター秋田（オフィス）の
運営や各年金事務所の年金相談窓口と市町村等における出張年金相談窓口の委託をし、 お客様
にとって身近で便利な窓口とするための連携を図りました。

・ 秋田労働局とは、定期的に打合せを行い、算定基礎届の説明会と労働保険年度更新説明会の合
同開催及び社会保険・労働保険徴収事務連絡協議会の開催等、協力・連携を図りました。
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・ 職域型年金委員の多くが所属する秋田県社会保険委員会連合会とは、各地区において管轄の年

金事務所と連携を図り、研修会講師の派遣等の他、「予約相談の拡充」や「ねんきんネット」の利用

拡大及び「委員等表彰式」などのご協力をいただきました。

・ 地域型年金委員が所属する秋田県地域型年金委員会とは、県内全体及び各地区において研修

を行う等、活動の支援を行いました。また、委員からの要請により、町内会長が集まる会議で「ね

んきんネット」の利用拡大を周知する機会を設けていただく等、ご協力をいただきました。

③ 秋田県商工会連合会、各商工会議所との連携

・ 秋田県商工会連合会を訪問し、「年金の予約相談のご案内」のポスターやリーフレットを県内の各

商工会に設置していただくよう依頼し、ご協力が得られました。能代・大館商工会議所にも設置を依

頼し、協力していただきました。秋田商工会議所では、ホームページにねんきんネットのリンクを載

せていただいております。

④ 報道機関との連携

・ 「秋田魁新報社」から年金セミナーの取材及び「北羽新報社」から秋田県年金委員・健康保険委

員・事業主表彰式の取材を受けました。

・ 報道機関２２社へ「わたしと年金」エッセイ募集、「ねんきん月間」及び「年金の日」、「年金委員・

健康保険委員・事業主表彰式」、「地域年金事業運営調整会議」等の周知・協力要請を行いました。

⑤ 秋田県健康福祉部との連携
・ 国民生活基礎調査の後続調査として、令和元年度において３年に一度行われる公的年金加入状
況等調査（統計調査）で、調査員の募集・選定及び委嘱契約について、健康福祉部において組織し

ている、国勢調査等の調査員をご紹介いただき、本調査のご協力を行っていただくこととなりました。
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（２） 総括と今後の対策
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２ 地域相談事業

（１） 事業の取組状況
① 市町村での出張相談

・ 各年金事務所において、事務所から遠方にお住いのお客様の利便性向上のための出張相談を

実施しました。

② ハローワークにおける離職者説明会での国民年金説明会の実施

・ ハローワークにおいて、国民年金の加入、納付、免除の手続きに関して離職者の方々への説明会

を実施し、国民年金手続きの周知を図りました。
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③ その他の出張相談

・ 大学構内での国民年金相談会を開催しました。（秋田大学、秋田県立大学）

・ 秋田拠点センターアルヴェで行われた、一日合同行政相談所（秋田労働局等１２機関参加）に、

街角の年金相談センター秋田オフィス（全国社会保険労務士会連合会運営）と連携し参加しました。

（２） 総括と今後の対策
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（１） 事業の取組状況
① 年金委員への研修会実施状況
・ 職域型年金委員に対しては、全国健康保険協会秋田支部及び一般財団法人秋田県社会保険協
会と共催し研修会を開催、各地区社会保険委員会が主催する研修会等へ講師を派遣し、年金制度
の概要や制度改正についての周知を図りました。また、毎年１１月に開催する年金委員表彰式に併
せて研修会を実施しました。

・ 地域型年金委員に対しては、 秋田県全体の総会の後に実施する研修会の他、各年金事務所毎
に「連絡会」を開催するとともに「地域型年金委員活動の手引き」、「支えあい～年金委員だより～」
の配付、活動支援のポスターやリーフレットを情報提供しながら、地域での制度周知や広報を依頼
しました。

講師派遣を含む

３ 年金委員活動支援事業
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② 年金委員表彰の実施

・ 多年にわたり年金事業の推進及び発展に貢献された年金委員の方々を対象に、年金委員功労者

表彰伝達式を全国健康保険協会秋田支部、一般財団法人秋田県社会保険協会との共催により

開催いたしました。開催状況は下記のとおりです。

・ 開催日 平成３０年１１月１６日（金）

開催場所 ホテルメトロポリタン秋田

表彰対象 厚生労働大臣表彰 １名

日本年金機構理事長表彰 ４名

日本年金機構理事表彰 １０名

表彰式出席者 １３０名

・ 研修会の実施

表彰式終了後、秋田・鷹巣・大曲地区は同会場

において合同で、本荘地区は本荘の会場に移動し、

研修会を開催いたしました。

また、研修会終了後は両会場共に、委員さん同

士や出席者との意見交換を行いました。

年金委員表彰式の様子

秋田・鷹巣・大曲地区研修会の様子
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③ 年金委員の委嘱拡大に向けた取組
・ 市町村、秋田県社会保険労務士会、秋田県年金受給者協会に対し、地域型年金委員制度の周知及び
委嘱の推薦の依頼を行いました。

・ 従業員数が、２０名から３０名の職域型年金委員未設置事業所に対し、委嘱の勧奨文書を送付いたしま
した。

・ 職域型年金委員に委嘱されていた方への退職による委嘱の辞退届送付時に、地域型年金委員への
勧奨文書を同封しました。

・ 新規適用事業所設置手続きの際、窓口で職域型年金委員委嘱の勧奨を行いました。
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（２） 総括と今後の対策
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（１） 事業の取組状況

① 年金セミナー開催に向けたアプローチ状況

・ 秋田県教育委員会や秋田県高等学校長協会等の関係機関の協力を得て、中学校、高等学校

へ年金セミナーの周知を図っていただきました。

・ 各年金事務所において、大学、短大、各種学校、高等学校、中学校に対して年金セミナー開催

に向けた協力要請（アプローチ）を行いました。

○アプローチ実施状況

② 年金セミナー実施状況

・ 上記アプローチ（１０７校）を行った結果、次頁の実施状況となりました。

４ 年金セミナー事業
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○事務所別実施状況 ※（ ）内は開催回数
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14

○東北地域第二部 平成３０年度 年金セミナー取組状況

※対象校数は、各県庁ホームページ等にて確認、中学校はアプローチした教育機関となります。



（２）年金セミナーアンケート結果 （年金に対するイメージ）

※「まあ良い」以上の評価が講義前の37.0％に対し、講義後は89.7％と大きく増加しました。

主なご感想

●年金は若いときにしっかり払っておかないと年金をもらえないとの印象が強く、あまりいい印象はなかったけれど、障害や親の死亡時に助けてくれるもの
だと知り、少し印象がいいものになりました。自分もこの大学で4年間勉強をしっかりして、そして就職し、他世代の支援ができるように積み立てていこう
と思いました。ありがとうございました。

●正直年金に対してあまり良いイメージは無く、納付してもあまりもらえないくらいにしか考えてなかった。しかし、今回セミナーを受けて、年金制度の重要
さを知ることができた。

●ネットでは年金に対して悪いことだけ書かれていて実際にどんなものなのかは分かっていなかったので凄くためになった。
●私は年金についてしっかりとした知識がありませんでしたが、講座を聞いてやはり大事なものだと思いました。今日では高齢化が進み年金の負荷が大きくな
ったと聞きました。今は十分な年金をもらえますが私達の世代ではさらに若者が減り年金がもらえなくなってしまうのではないかというところが心配です。
しかし、若者一人ひとりの負荷がおおきくなってしまうのも嫌だと思いました。年金のメリットデメリットを見直して対策をしてほしいです。

●少子高齢化が進んでいる中で高い金額高い税金になったらちゃんと払えるかわからない。インフレがあるということはデフレもあるかもしれないのにたくさ
ん払って低い年金になる場合はどうなるのか。６０から６５歳の間は貯金とかで生活しなければならないから、もう少し安くしたらどうなのか？

●セミナーの話を聞いてると、年金のもとを取るために長生きしろと言われてるようで、年金制度は必要ないと考えた。今リアルな数字を説明しても頭に入ら
ないし、もっとねんきんのことをわかりやすく説明してほしかった。すくなくともまたは、元を取るために長生きしている老人には年金を払いたくないと思
った。

●賦課方式がとられる理由がわかり、すっきりしました。物価変動がポイントでした。
●授業で年金についての内容をやったことはあったが、正直そんなに興味はなかったし、20歳になるまで時間があったため、該当者としての自覚になかっ
たため20歳になった今、改めて話を聞くことができてよかったです。

●障害年金は、心の病でも支給されることを初めて知りました。思ったよりも身近にある大切なものなのだと思いました。自分のためにも納めていきたいと
思いました。

●外人さん（日本に住んでいて働く人）も国民年金払うと聞いて、いい就職先つかまなきゃと思いました。

15



（３） 総括と今後の対策
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５ 地域年金推進員委嘱事業
年金セミナー事業を推進するために、教職員OB及び学校関係者の他、生徒に伝える能力があると

拠点長が判断した人材を委嘱し、個別学校訪問形式にて年金セミナー活動を行いました。

・ 秋田県内で定員枠である３名を委嘱し、活動を行いました。

・ 活動エリアは、大曲年金事務所以外の３事務所において行っておりました。

・ 教職員OB以外に、ファイナンシャルプランナー、社会保険労務士の方を委嘱しました。
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６ 年金セミナー王

年金セミナーについて、実際の受講者や教育機関からの提案や要望を取り入れ、より質の高いも
のとすべく、各地域の年金セミナー担当者が互いの説明手法や資料の活用方法を共有し新たな発
想を取り入れることにより、既存の資料や説明方法を改善するとともに、新しい資料や説明方法の
展開と自身のプレゼンスキルの向上を図ることを目的として、全国規模による年金セミナー王決定
戦を開催しました。

①地域予選（秋田県、青森県、岩手県）

日時：平成３０年９月７日

場所：いわて県民情報交流センター アイーナ

各事務所から事務所職員１組 合計１３組

本選参加事務所 花巻年金事務所

②本選（全国）

予選：平成３０年１０月２５日

決勝：平成３０年１０月２６日

場所：日本年金機構本部

１５地域の予選勝者１組 合計１５組

最優秀事務所 熊本西年金事務所 平成３０年度本選時表彰式の様子

③年金セミナー担当者会議

地域予選及び本選において、参加者の意見交換会を実施

・参考とすべき点や改善すべき点の発表

・新たな説明手法や説明資料の検討及び提案

18



７ 秋田県地域年金事業運営調整会議

地域住民の公的年金制度に対する理解をより深め、制度の加入や保険料納付の向上に繋がるよう地域
における支援のネットワークを構築し、地域に根ざした年金事業の積極的な推進を図ることを目的として地
域年金事業運営調整会議を開催したところです。

平成３０年度第１回会議

【 開催日 】 平成３０年７月２５日（水）

【 議事内容 】 平成２９年度秋田県地域年金事業の結果について

平成３０年度秋田県地域年金事業の計画について

平成３０年度第２回会議

【 開催日 】 平成３１年１月２３日（水）

【 議事内容 】 平成３０年度秋田県地域年金事業取組状況について

平成３１年度秋田県地域年金事業計画（案）について

第１回会議の様子 第２回会議の様子
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平成３０年度第２回秋田県地域年金事業運営調整会議時の意見への対応
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８ 「ねんきん月間」、「年金の日」の取組

厚生労働省との連携により、１１月の「ねんきん月間」において、公的年金制度の普及・啓発活動を展開し
ました。

また、１１月３０日（いいみらい）の「年金の日」には公的年金制度を身近に感じていただき、公的年金制度
に対する理解を深めていただくことを目的とした取組を実施しました。
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平成３０年度エッセイ募集ポスター

年金制度の意義や公的年金制度と国民の結びつきなどについて

考えていただくため、自身や、家族等の身近な方と公的年金制度と

の関りについてエッセイを募集しました。

① 日程 ・募集期間 平成３０年６月１日から平成３０年９月１４日

・下記受賞者への表彰状授与式の開催 平成３０年１１月３０日

厚生労働大臣賞 １名

日本年金機構理事長賞 １名

優秀賞 ３名

・入選者居住地を管轄する年金事務所にて表彰状授与式を開催

入選 ５名

② 応募状況

９ 「わたしと年金」エッセイについて
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地域年金事業運営調整会議、「ねんきん月間」、「年金の日」の取組、
「わたしと年金」エッセイについての総括と今後の対策
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秋田年金事務所

１０ 各年金事務所の取組状況
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鷹巣年金事務所
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大曲年金事務所

31



32



33



本荘年金事務所
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